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2015年度
スローガン
今こそ、経営者の
責任を果たし、

「人を生かす経営」を実践し、
地域からあてにされる
企業をめざそう！

◇同友会理念◇
●同友会3つの目的●
良い会社をつくろう
良い経営者になろう
良い経営環境をつくろう
この目的実現に向けて
「地域社会と共に歩む」
中小企業の自覚をもち
「自主・民主・連帯」
の精神で企業経営と
会運営を行うことです。
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　４月に愛媛同友会30周年記念とな
る第31回定時総会を開催し、続いて
５月は愛媛同友会各５支部で総会を
開催しました。
　今年度最初の支部総会は10周年を
迎えた今治支部で、広島同友会から
山田淳二氏にお越しいただきました。
続く伊予・松前支部では愛媛同友会を
30年間支え続けている鎌田哲雄専務
理事が講師を務めました。松山支部で
は広島同友会求人社員教育委員長の
川中英章氏をお呼びしました。四国中
央支部では服部豊正代表理事が講師を務めました。東温支部はテレビやラジ
オでも有名な桝形浩人氏にご登壇いただきました。各支部学びある、盛況な
支部総会になりました。
　本誌４ページから８ページに亘って支部総会の様子を掲載しています。

2015年度 各支部総会を開催
愛媛同友会の各５支部の2015年度がスタートしました！
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会報誌をよりよくするためにご意見やご感想をください。

各支部総会記念講演講師の皆様
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＜プロフィール＞
　1959年生まれ、有限会社遠藤青汁　代表取締役。愛媛県中小企業家同友会　伊予・
松前支部会員。
　1990年に入会。塾会社で勤務していた際に青汁販売に関わる。「健康」をテーマに事
業を展開。生青汁の販売を進めながら本社２階を健康スタジオとして活用。地域の健康
にも目を向けています。

中  井  英  明 さ ん

温故知新インタビュー

入会のきっかけ
　1989年、遠藤青汁という会社が立ち上がりました。私は前職が旅行会社で、その後、進級スクールという塾で働い
ていました。進級スクールが異業種展開をするということになり、健康事業部として遠藤青汁松山販社ができ、宅配
事業がスタートしました。
　当時進級スクールの社長が既に会員であり、遠藤青汁ができて翌年に立ち上げ人として会員に入会しました。経営
者としてというより健康事業部の運営のためのヒントや、つながりづくりをするために入会したというのがきっかけ
です。

同友会での学び、経営に生きていること

　入会から20年間は経営者ではなく、一従業員として同友会に参加していました。2010年に、立ち上げから関わって
いるということで事業を引き継ぎました。
　経営者としての体験や経験はここ５年の間のことで、今まさに体験中なのですが、社員として入会しているときか
ら、赤字にしてはいけない、利益を上げなくてはいけない。というのは同じだと思っています。また、労働環境の整
備や社員の意思疎通等、同友会での例会に参加し、グループ討論で経営者の方々と話をした内容は社員へ伝える言葉
として引用させていただいたりしていました。
　社員として参加しているときも代表の代わりとして参加していることもあったので帰って報告するためにも真面目
に参加して学んでいたことが生きていると思いますし、現在も経営者としての基礎、姿勢等、同友会で学んだと思っ
ています。

失敗や成功

　以前は大街道に店舗を出していました。店舗が出ている間は注目もしていただき、成功していたかなと思うのです
が、テナントさんの都合で閉めざるを得なくなりました。辞めたあと、２回別の場所で出店しましたがどちらも撤退
しています。一つは道後温泉の近くです。温泉の後に牛乳のような感覚で青汁飲まないかなと思っていたのですが全
く売れませんでした。観光に来ていてわざわざ青汁飲もうという人はいないということだと思います。つまりニーズ
に合っていなかったのだと思います。道後温泉は３か月で撤退しました。
　もう一つの店舗も声掛けをいただいて出店したのですが、安易に出店したこともあり、結果が出ず、すぐに撤退し
てしまいました。その後、出店には慎重に、準備をしっかり進めてからにしています。
　成功として挙げるあら、愛媛県内５大学のインターンシップに参加していて、大学生の受入で社員教育に役立って
いることです。インターンシップは同友会を通して参加させていただいて、社員教育という点でかなり有効になって
いると思います。人に教えるということは自分が理解していないとできないと思いますし、社員の動きが目に見えて
良くなっています。インターンシップは今までに７回していて、毎回のインターンシップでは、学生に新人社員が学
生に教えるような仕組みを確立していて、学生よりも社員にとってプラスになっています。

同友会への期待

　本音で語れる仲間を見つけること、つくることが大切なことだと思っています。上辺では話していてもなかなか本
音で話せることは少ないと思います。経営者は本当は人に相談せずに一人で解決したいと思っていると思います。本
音で語れる人がいないとただ集まっているだけでは難しいこともあると思います。
　普段から相談できる環境づくりをすることが必要になってくるのかなと思います。それができるのが他団体よりも
同友会だと思います。会員同士がつながること、連携することを更に進めてほしいです。同友会の会員増強は会員と
いう１ページを増やすこと。ページが増えてつながっていく人が増えていくことを同友会が進めてほしいと思います。

インタビュアー・文責：伊井　達哉（愛媛同友会　事務局員）
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＜プロフィール＞
　1949年生まれ、有限会社えひめ環境会議所　代表取締役。愛媛県中小企業家同友会
理事・環境問題委員長。
　1990年に入会。設計の技術者でありながら環境コンサルタント。
　愛媛同友会では環境問題委員会の前進、環境問題部会エコ・ドゥ会長を務め、毎月発
行している会報誌ではコラム「守谷ハカセの環境問題方程式」を掲載。

守  谷  和  久 さ ん

温故知新インタビュー

入会のきっかけ
　大学を出て10年間大阪府で修行をしていて、30歳程で独立を考えていました。しかし、身体を壊してしまい、とて
も残念でしたがUターンして愛媛県に帰ってきました。
　帰ってきてから、身体のこともあり、このままだと食べていくことも難しいのかなぁと思っていた時期でした。そ
んなときに同友会には入会して、すがるような思いで出席しました。経営の勉強は独学でしたので、同友会での学び
の何もかもが新鮮でした。
　入会当初は鎌田専務理事（当時事務局長）に随分助けてもらいましたし、同友会を紹介してくださった宇高昭造さ
んが当時川之江・三島支部長をされており、宇高さんの会社で仕事の話や同友会の話、雑談なんかを織り交ぜながら
幹事会等でたくさんの話をした記憶があります。濃密な時間を過ごしたと思います。　
学びや失敗と成功

　東京の同じ業界の大きな設計事務所とタイアップして、そこの四国営業所で代表をやらせていただいたことがきっ
かけで仕事が急激に大きくなりました。しかしながら、しばらくしてその仕事が終わると、急速に業績が悪化しました。
３年間ほどでほとんど仕事がなくなりました。
　愛媛県の仕事を多くやらせて頂いていたことも要因の一つで、仕事の要求は高く、利益は出なく、ほとんど人件費
に消えました。
　急に会社が大きくなったために人材教育が大変でした。仕事の質と社員の力量と時間の勝負でした。結局職人の育
成に失敗しましたね。
　人は増えるのに私自身が技術者から営業をする体制になり、事務所にいなかったため、社員とのコミュニケーショ
ンがうまくいかず、社員との関係もよくありませんでした。反省することばかりです。
　そして同友会で一所懸命勉強しました。多くを吸収し学んだと思います。全国大会もできるだけ参加しました。
　しかし、その学びを咀嚼せずにそのまま自社に転用してしまったことが、よくなかったと考えております。
　経営指針成文化セミナーも受講して経営指針も作成しましたが、その場の思いつきのようなもので、まるで小説で
も書いたかのようなもので本物の経営指針を作れてはいませんでした。他社の取り組みも、いいことだから全てやる
というようなことをしてしまいました。全然身につきませんでした。
　まずは自分が経営者として現状と照り合わせて、綺麗に取り繕うのではなく、自分に合ったやり方を考えて行動す
ることが大切だと後になって、気付きました。
　急激に経営環境が悪くなり、年々従業員を解雇していきました。従業員もいなくなりました。無我夢中で仕事をし
ていました。余裕なんてありませんでした。
　そして最終的に妻と２人だけでできる仕事で再出発しました。それがISOのコンサルタント業です。
　雇用を守れなかったことが本当に悔しいし、経営者の責任を果たせなかったことを本当に反省しています。
愛媛同友会への期待

　沖縄であった第29回定時総会に服部豊正さんと宇高さんが出席されていて、全国で各都道府県同友会で環境問題委
員会をつくることを申し合わせて、愛媛同友会でも「エコ・ドゥ」という会をつくり、愛媛同友会でも環境問題につ
いて考えようとなりました。全国総会のあった次の月の理事会で私が担当理事になりました。2000年４月21日に設立
の総会を行って本格的に活動がスタートしました。
　当時は環境問題が大きくブームになっていたこともありますが、私は今だからこそ環境問題にもっと目を向けてほ
しいと思っています。
　何故今エネルギーシフトなのかということを皆さんと共に考えてみたいと思っております。エネルギー問題は大き
な許認可が必要なものですから、随分手強いとは思います。そして環境問題は未来に影響が大きいことが特徴です。
若い人たちにより興味を持ってアプローチしてほしいと思っています。
　また、エネルギーと食とは接点が多くあります。誰もが考えやすい食を入り口にすることで多くの人にエネルギー
について考えていただくといったアプローチなんかも考えています。
　エネルギー問題は経営から遠いと考えがちです。本当は随分近いんだと言うことから始めていきたいと思っていま
す。中小企業だからこそ、同友会だからこそ考えられる場があり、取り組めることがあると思っています。ともに学び、
取り組んでいけたらと思います。� インタビュアー・文責：伊井　達哉（愛媛同友会　事務局員）
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第11回今治支部総会
▼支部スローガン
「みんなで活気ある支部活動をしよう!!」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�
■５月９日㈯　■今治地域地場産業振興センター
■記念講演
「逆転の発送で需要を創る

～捨てることで強い会社を創る～」
■講師：山田淳二　氏
　　　　株式会社酒商山田　代表取締役／
　　　　広島同友会　広島東支部会員
■参加人数／32名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�
　久しぶりの同友会ということで緊張しながら、
支部総会に参加するため今治地域地場産業振興セ
ンターへ向かいました。懐かしい顔ぶれや、初め
てお会いする方、他支部から参加の方など30名を
こえる参加者のもと越智堅太郎支部長のあいさつ
で総会が始まりました。昨年度の活動報告や今年
度の方針・役員・スローガンなど第一部の総会議
事は議長の渡部伸哉さんの議事進行で粛々と審議
承認され、今治支部の2015年は無事スタートを切
りました。
　本総会の目玉の記念講演をいただく『酒商山田』
（広島市）の山田淳二さんは支部幹事長の原初さ
んと数年来の知己の間柄で、是非今治支部で講演
をという原さんの希望がようやく実現され、広島
駅に新店舗を出店準備という大変お忙しい折、『逆
転の発想で需要を創る～捨てることで強い会社を
創る～』のテーマで講演をしていただくことにな
りました。
　山田さんが３代続く小売酒屋を継いだ1990年
代「大手メーカーの商品を問屋やお客様の言いな
りで売っていく現状では未来はない」と、それま

で勤務の損保
会社での経験
をいかし、『日
本酒に特化し
た販売業』を
展開しました。
『酒商山田』は
人的な付加価
値で物を売る

という経営スタイルで日夜努力され、「量より質・
人財力・成果の分配」というキーワードで現状の
売上高７億５千万円、社員23名という会社に育て
た約20年余の経営報告を、指針発表会の緻密な財
務資料の分析や、まるで映像会社が作ったと見紛
うスライドショーなどをまじえて、社員とともに
社長と会社が成長した様を丁寧な口調でわかりや
すくご報告いただき、大変興味深い記念講演とな
りました。最後には山田さん自らが感極まり涙ぐ
むというハプニングもあり、「山田さんは本当に
社員を大事に考え、正面から経営課題向き合って
取り組んでいるから、この経営環境の厳しい時代
に、ましてや大苦戦の小売業で活躍できているん
だなと」感じました。総会終了後の懇親会でも他
支部やゲストの皆さん、総会参加の今治支部メン
バーが大勢山田さんを囲んで和気あいあいと経営
談義に花が咲き、大変意義深い１日となりました。

寄稿：杉原　一史さん
（㈲周桑電機工業所／今治支部）

社員への想いを語る
講師の山田淳二氏 第３部懇親会の様子

今治支部は今年で10周年を迎えました
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第９回伊予・松前支部総会
▼支部スローガン
「経営課題を明確にし　よく学び　実践し　成果
を出す！」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�
■５月15日㈮　■松前総合文化センター
■記念講演

「私たちは同友会で何を学び、
どう実践し、成果を出すのか!?
～同友会の歴史と教訓から学ぶ～」

■講師：鎌田哲雄　氏
　　　　愛媛県中小企業家同友会　専務理事

■参加人数／32名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�
　第９回伊予・松前支部総会が32名の参加のもと
松前総合文化センターで行われました。
　第１部の支部総会は議事に滞りなく満場一致で
議案が採択されました。新体制として、支部長に
今村暢秀さん、副支部長に程野裕貴さん、幹事長
に大政裕志さんと決まりました。

　第２部は鎌田哲雄専務理事による記念講演が行
われ、愛媛県中小企業家同友会の歴史から始まり、
企業経営や同友会運動について問題提起をして頂
きました。「同友会運動は立派な会員・役員を作
る会ではなく、良い経営者や企業をつくる会です。
今日の経営課題は何か？自社にどう照らし合わせ
るか？の疑問を持ち寄り、疑問の回答をより多く
獲得する環境を作ることである」と。
　また、中小企業は大企業と違って１社で全ての

事は出来ないということを四国中央市の紙産業を
例えに、企業間の連携を通してマーケット、オペ
レーションを作り市場での存在感を高める成功例
をお話頂きました。

　経営課題がはっきりと分かっていない私です
が、今後の例会は経営課題を持ち寄り、回答をよ
り多く見つけ、より良い経営者にならないといけ
ないと実感した講演でした。
　講演は90分でしたが鎌田専務理事は話し足りて
ない様子でしたので今回の基調講演の続きを別の
会でお願い致します。
　最後に、第３部として焼き肉屋で懇親会を開き
ました。他支部の方も参加頂いて親睦が深まった
懇親会になりました。

寄稿：塩崎　智生さん
（はじめ科学㈱／伊予松前支部）

高い出席率で参加者は32名でした

開会挨拶をする今村暢秀支部長

講師の鎌田哲雄専務理事
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第３回松山支部総会
▼支部スローガン
「明るく！楽しく！学ぼう！『気づき』と『心を
ひらく』おもてなし！」

■５月20日㈬　■えひめ共済会館
■記念講演

「人が活きる会社になりたい
～共同求人を通して気づいたこと～」

■講師：川中英章　氏
株式会社EVENTOS�代表取締役／
広島県中小企業家同友会�県理事・求人社
員教育委員長

■参加人数／69名

　第１部の総会議事は三好大助支部長より議案提
案があり、今年度のスローガン、方針等の説明が
ありました。

　第２部の記念講演では、広島同友会県理事・求
人社員教育委員長であり、ご自身で主に飲食業を
営んでいる㈱EVENTOS代表取締役の川中英章さ
んに体験談を基に、テーマ「人が活きる会社にな
りたい」についてご報告頂きました。
　会社を立ち上げるにあたり、金策に苦しんだ事、
社員からの裏切りを受けた事、女性社員が辛い思
いをして辞めてしまった事など、包み隠さずお話
される様はとても魅力あるお姿でした。次に「安
心して空振り三振ができる会社」を作るという想
いから、経営者自身が変わらなければいけない。
今の若者がダメなのではなく、使う側がダメだと
決めつける事の方が、とても危険という事です。

　以前の社風は、スタッフはいるが、川中さんの
味方がいない。社長という名の用務員と例えられ、
社員も自社を「この会社」と呼び不平不満しか述
べていなかった様です。しかし、川中さんの良い
会社を作るという熱い想いから、今では社員が「う
ちの会社」と言ってくれる様になったそうです。

　更に、転職を５回、６回と繰り返す人は、今で
はなかなか正社員になることができない。離職者
や解雇者をたくさん出す経営者は、それを反省し
学ばなくては、多くの社員を傷つけている。
　ボロボロの履歴書は経営者の罪であると言われ
ました。川中さんは飲食業とは別に、今後の展開
として定年退職者の新規採用も試みるようです。
　今回の講演では、共同求人を通して、諦めない
心、学び続ける事の大切さ、挑戦していくことの
本当の意味を感じさせられた総会となりました。
　第３部の懇親会にも、川中さんに参加して頂き、
お酒を交わしながら、熱いお話を聞く事ができま
した。

寄稿：奥江　麻琴さん
（麺屋十銭／松山支部第３地区会）

力強く今年度の方針を語る三好大助支部長

支部総会参加者は69名でした

広島同友会求人社員教育委員長で講師の川中英章氏
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第29回四国中央支部総会
▼支部スローガン
「人を生かす経営の総合実践で未来を拓こう」

■５月21日㈭　■ホテルグランフォーレ
■記念講演
「同友会で学び、

会社をどう変革してきたのか
～社員の生かし方～」

■講師：服部豊正　氏
服部製紙株式会社　代表取締役会長／
愛媛同友会　代表理事

■参加人数／41名

　第29回四国中央支部総会は41名の参加で盛大に
執り行われました。第１部の総会議事は無事進行
しました。御来賓として篠原実四国中央市長にき
ていただきました。

　第２部の記念講演では服部豊正代表理事に同友
会でいかに学び、会社をどう変革してきたのかを
報告していただきました。

　服部さんは同友会入会前、将来を属望する社員
さんの離職に直面し「社員さんはなぜ辞めるのだ
ろう」「これまで色々と学びを重ねてきたが会社

は良くなったのだろうか」という問いを持たれ、
社員が生き生きと働ける職場を作りたいと考えら
れていました。そんな折に同友会の講演に参加し、
服部さんの描く憧れの会社に出会い同友会と深く
関わるようになりました。
　入会後は、例会はもちろん全国大会にも積極的
に参加し沢山経営のヒントを得られたそうです。
同友会で学び実践する中で社員さんを巻き込んだ
経営指針作りは会社を大きく発展させるようにな
っていきます。「良い会社を作ろう」と社員さん
とともに方向性を明確にすることで新しいことに
チャレンジする社風になり、次の利益となる商品
のアイデアが生まれ、社員さんが生き生きと働け
る環境が指針書のもとに育っていきます。
　その過程で全社一丸となるもう一つの鍵は社
員との信頼関係を築くことにありました。服部さ
んが心掛けられたのは⑴公私混同しない⑵ごま
かさない⑶社員さんの自己重要感を大切にする
⑷コミュニケションを取り合う　といった心構
えを持ち社員さんとの関係を築いてこられまし
た。信じて任せて人は育つという服部さんの言葉
にも、社員さんと向き合いともに育とうという経
営姿勢を感じさせていただきました。「良い経営
者になろう」と自己を研鑽し謙虚に学び続けられ
実践されている服部さん。その経営姿勢は私の憧
れの存在として、いつか私もかくありたいと思う
とともに、改めて同友会の素晴らしさを感じさせ
ていただくことのできる記念講演でした。服部さ
ん本当にありがとうございました。
　第３部では、新入会委員さんを表彰したり、ゲス
トの方々に自己紹介をしていただいたりと懇親会の
中での企画も用意し、大いに盛り上がりました。

寄稿：菰田　晃伸さん
（㈱こもだ寝装／四国中央支部）

懇親会の乾杯挨拶を伊藤俊一郎副代表理事が務めました

篠原実四国中央市長も駆けつけてくださいました

講師の服部豊正代表理事
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株式
会社志賀商店
愛媛県西条市今在家 921 番地
TEL:0898-64-1333
HP:http://shiga-mame.co.jp

第９回東温支部総会
▼支部スローガン
「同友会運動を通して売上10％UPできる企業にな
ろう」

■５月22日㈮　■東温市�利楽
■記念講演
「わくわくのススメ」
■講師：桝形浩人　氏

俳優／演出家／タレント／ラジオパーソ
ナリティー／劇団P.Sみそ汁定食主宰／
松山大学非常勤講師／愛媛FCスタジアム
DJ／鬼北町観光特使／NHK中四国ラジ
オドラマコンクール審査員

■参加人数／33名

　５月22日に東温市
の利楽で第９回東温
支部総会が行われま
した。髙須賀功東温
市長をはじめとする
来賓の皆様やゲス
ト、オブザーバーに
ご参加いただくこと
が出来ました。
　第１部の総会議事
は全会一致で承認され、第２部の記念講演はラジ
オ、テレビでご活躍され、愛媛大学非常勤講師も
務められているタレントの桝形浩人氏に『わくわ
くのススメ』と題してご講演いただきました。第
３部の懇親会も大いに盛り上がりました。御来賓
の皆様からご挨拶もいただきました。
　第２部講師の桝形氏に、実演販売をして全国を
回った経験や阪神大震災の時の経験、そして演劇
との出会いなどを交えてお話を頂いたのですが、
我々中小企業経営者にとっていくつもの気づきが
有りました。
　人は積み上げられてきた常識と経験で物事を判
断することを認識させられるお話があり、同じも

のでも人それぞれ捉え方がちがうのだということ
を感じました。
　こんなお話も有りました。
　『ここにボールペ
ンが１本ある。これ
を役者（講師は劇団
主宰者）になにも言
わずにわたすのと、
このボールペンは祖
母の形見で辞世の句
を書いた時に使った
ものだと話してから
わたすのとでは受け
取り方が変わる。人はストーリーで物の見方を変
えるんです』
企業経営に置き換えると商品やサービスにストー
リーを与えることで顧客に与える印象が変わって
くるのだということになるとおもいました。
　もう一つ企業経営
に通じる所あるなと
思ったお話は、「離
見の見（リケンノケ
ン）」�能の世界の言
葉のお話です。�離れ
たところから自分の
姿を見る。客観視す
る事を意味するもの
なのだそうです。芸
事においてこれが出来なければお客様を満足させ
ることは出来ない。�ビジネスにおいても通じる所
が有るのではないかなとおもいました。
　枡形氏はコミュニケーションは受信力だとおっ
しゃっていました、どれだけ物事や相手のことを
受信できるかも経営者に必要な能力ではないでしょ
うか。非常に有意義な総会を開くことができたと
おもいます。

寄稿：川﨑　一輝さん
（愛媛故繊維再生㈱／東温支部）

講師の桝形浩人氏

懇親会では髙須賀東温市長も
共に交流を深めました

閉会挨拶で想いを語る
藤岡貞雄支部長
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北　　　店／松山市本町５丁目７－７　　　TEL：089－911－0329㈹
南　　　店／松山市和泉北２丁目３－22　  TEL：089－947－2050㈹
市 駅 前 店／松山市湊町５丁目５－５　 　TEL：089－998－2555㈹
松山国道11号店／愛媛県松山市中村2丁目 39－2　  TEL：0120－366－329　
愛大・松大前店／愛媛県松山市平和通2丁目 5－81F　  TEL：0120－006－329

全てのお部屋、引越費用０円システム好評中 !!

第18回　障害者問題全国交流会 in 愛媛

【会　　　場】　松山全日空ホテル（松山市一番町３－２－１）
【登　録　料】　17,000 円（分科会・懇親パーティー・全大会）

※詳細は案内チラシをご参照ください。

お問い合わせ・・・愛媛県中小企業家同友会 Tel : （089）968 － 3112　Fax : （089）968 － 3107
E-mail : info@ehime.doyu.jp
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代表取締役　篠  原  治  行
〒791-1102  愛媛県松山市来住町1433番地
Tel：（089）958-0150　FAX：（089）958-0152

【速報】2015年度　第３回愛媛同友会合同企業説明会に学生70名が来場！
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　６月20日㈯に2015年度　第３回愛媛同友会合同企業説明会を開催
しました。学生の参加数は約70名。参加した学生からは「もう一度
開催してほしい」「経営者の方と近く、他合同説明会と感じた」「選
考を受けたい企業が見つかりました」等、前向きな意見・感想を頂
きました。詳細は来月号にて紹介致します。

【日程】６月20日㈯　13時～17時
【会場】松山市青少年センター（松山市築山町12−33）
【参加学生】約70名
【参加企業】28社（敬称略・順不同）
㈱アート不動産、特別養護老人ホーム梅本の里、岡田印刷㈱、㈱サニクリーン四国、㈱清水屋、シン
ライフード㈲、生活協同組合コープえひめ、㈱ディースピリット、愛媛県中小企業家同友会、㈱ハート、
㈱ビッグウッド、星企画㈱、㈱マルタ水産、義農味噌㈱、月心グループ、㈱世起、アイネット㈱、サトー
産業㈱、トーヨー・ロジテック㈱、服部製紙㈱、丸善商事㈱、㈱マルタニ、㈱美寿寿、森川㈱、㈱平野、
㈱志賀商店、㈱バジェットレンタカー四国、㈱フジデン
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銀天街ショッピングビル GET！ 3 階
TEL 089-968-1550 定休日：水曜日

絵本とおもちゃの専門店です。

年齢に合わせたご紹介もしております。

ぜひお気軽にお越しくださいね♪

大村　英幸（おおむら　ひでゆき）
1972年３月19日生まれ　四国中央支部
パレット 代表
外構工事、植栽工事
〒799-0012 四国中央市金生町山田井97-3
TEL(0896)56-3959　FAX(0896)29-5433
紹介者／㈲石川工作所　石川　義和

逢坂　しのぶ（おおさか　しのぶ）
1973年１月30日生まれ　松山支部第１地区会
逢坂　代表
飲食店
〒790-0003 松山市三番町2-6-3  Fローゼビル４F
TEL(089)998-8090　FAX(089)998-8090
紹介者／㈱CLK　東　晃一

村上　昌弘（むらかみ　まさひろ）
1981年11月21日生まれ　松山支部第１地区会
㈱亀楽　代表取締役
福祉サービス、ネットショップ（はちみつ）
〒790-0045　松山市余戸中3丁目6-27
TEL(089)989-9880　FAX(089)989-9881
紹介者／㈱クロスコミュニケーションズ　山口　智忠

森田　のり子（もりた　のりこ）
1956年３月31日生まれ　松山支部第1地区会
合同会社フォーチュン 代表社員 
障害者就労継続支援(A型)
〒790-0911　松山市桑原4丁目2-35
TEL(089)921-2634　FAX(089)921-2634
紹介者／NPO法人フェロージョブステーション 高岡 和幸

山本　大樹（やまもと　ひろき）
1968年８月23日生まれ　伊予松前支部
行政書士 山本大樹事務所　代表
各種許認可申請
〒799-3113　伊予市米湊710-1　松田ビル2F
TEL(089)983-5123　FAX(089)907-5321
紹介者／弁護士法人たいよう　吉村　紀行

山本　弘之（やまもと　ひろゆき）
1969年５月11日生まれ　松山支部第３地区会
㈱シコクビル 代表取締役
建設業(改修工事専門業者)
〒790-0934　松山市居相町4丁目6-4
TEL(089)958-1222　FAX(089)956-0601
紹介者／上田消防建設㈱松山店　正岡　尚起

越智　聖（おち　さとる）
1980年４月30日生まれ　四国中央支部
越智　聖　税理士事務所　代表
税理士事務所
〒790-0951　松山市天山3丁目2-31ドラゴンビル2Ｆ南
TEL(089)961-4635　FAX(089)961-4634
紹介者／㈲ブン設計　安藤　文吾

荒木　秀朗（あらき　ひであき）
1976年４月９日生まれ　松山支部第1地区会
ウィルウェイ　代表
インターネット関連事業
〒790-0041　松山市保免上1-6-8-901
TEL(089)993-7568　FAX(089)993-7568
紹介者／愛媛同友会　大北　雅浩

（5/21〜6/20）新入会員ご紹介・会員消息 （９名）

○役職変更
会員／武田　正輝（伊予松前支部）恭栄自動車㈱　専務取締役に就任されました。
会員／正岡　尚起（松山支部第３地区会）上田消防建設㈱松山店　代表取締役に就任されました。
○お悔やみ
桑波田健氏・岡田印刷㈱　代表取締役のご母堂　桑波田綾子様（享年82歳）が、2015年６月10日ご逝去されました。
謹んでお悔やみ申し上げます。

会員掲示板
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201５年度_愛媛同友会　第２回理事会　議事録
　  【日時】　2015年５月27日㈬　18時30分～20時50分　【会場】　アイテムえひめ　【出席者：理事29名　事務局員２名】　
　  【委任状提出】　11通 　【議長】　杉本　太一　　　【議事録作成者】　伊井　達哉
　  開会に先立ち、大北雅浩・事務局長から出欠状況と委任状提出状況の報告がありました。

開会挨拶：平野啓三・代表理事
　第２回理事会ですが実質的には今日が第１回、新たなスタートです。
理事会には議案書を持参いただき、議案書に沿ってやって行きましょう。
総会、支部総会が終わってそれぞれがスローガンを実現できるようにし
ましょう。昨年度で人を生かす経営の定義の変更もありましたので今年
度しっかり協議していきたいと思っています。参加している皆さんが来
てよかったと思えるような学べる理事会にしていきましょう。

報告・承認事項
＜報告事項＞
１．代表理事・本部長会議・３本部・各支部・各委員会からの報告が各
担当者からありました。　　
２．中小企業振興基本条例に関する活動報告が米田順哉副専務理事から
ありました。　　
３．第18回障害者問題全国交流会in愛媛に関する活動報告が北野賢三実
行委員長からありました。
◯６月17日に障がい者委員会で学習会を開催することの報告があ
り、参加を募りました。

◯本日からチケットの販売がスタートしたことを報告し、購入のお
願いがありました。

◯実施要領に変更があったことを説明し、事例報告が一部修正され
たことを報告しました。

４．全国・他団体行事の報告が大北雅浩　事務局長からありました。
５．その他
　事務局学習会を５月～６月に９回実施し、実務能力を磨き、見識・
見解の確立を目的としていますと報告がありました。

＜承認事項＞
１．入会・退会の承認
　第２回理事会までの会員数の推移及び入会・退会の承認をしました。

２．他団体からの依頼に関する承認しました。
①愛媛大学社会共創学部設置協力会議委員の就任依頼について、委
員に鎌田哲雄専務理事が就任することを承認しました。

②愛顔のえひめ特別支援学校技能検定実施委員の就任依頼について、
委員に北野賢三障がい者委員長が就任することを承認しました。

③松山市地方創生懇話会への出席依頼について、米田順哉副専務理
事が出席することを承認しました。

④生活協同組合コープえひめ第11回通常総代会への出席依頼につい
て、平野啓三代表理事、米田順哉副専務理事が参加することを承
認しました。

⑥プロテイン・アイランド・松山　国際シンポジウムへの後援を承
認しました。

⑦第59回中国四国合同産業衛生学会への後援を承認しました。
⑧愛媛県社会福祉士の試供品提供依頼への協力を承認しました。

＜2015年度理事伝達式＞
１．2015年度理事に就任された皆さんに、平野啓三代表理事、田中正志
代表理事から委嘱状をお渡ししました。

＜協議事項＞
１．第５回経営フォーラム2015年度開催に関する協議を行いました。
　代表理事・本部長会議から開催要領に関する提案がありました。
　第18回障害者問題全国交流会に愛媛同友会一丸となって取り組む
ため、経営フォーラムは開催しないという提案があり、承認しまし
た。定時総会が運動の総括、経営フォーラムが企業経営の総括であ
り、本来は開催しないということのないように、今後全国行事を開
催する際は充分な協議な必要だという話がありました。

２．第31回定時総会総括の協議を行いました。

⑴ 事務局より全体報告がありました。
松山支部：81名　伊予松前支部：11名
四国中央支部：13名　東温支部：８名
今治支部：８名　ゲスト・オブザーバー：15名
他同友会・来賓・行政等：33名　合計（事務局含む）：175名

⑵ 参加者からの学びと気づき、次回総会への課題の共有がありました。
・「深みのあるパネルディスカッションで愛媛同友会30周年にふ
さわしい総会になったと思います。歴史を知ることができて良
かったです。歴史を受け継いでこれからも活発な議論をしてい
きたいです」
･「パネルディスカッションでは目的を明示することでより参加
者に伝わる内容になったのではないかと思います。『会員には色
んな人がいますが同友会は素晴らしい』という感想がありまし
た。一人ひとりが自分のことに置き換えて考えることが大切だ
と思います」
･「とても感動しました。表彰された会員の方々の挨拶も素晴
らしかったです。懇親パーティーも来賓も多く来られ、一つ一
つの積み重ねが今の愛媛同友会を作ったのだと思いました。最
後まで楽しく、最後も県知事・市長も共に肩を組んで『サライ』
を歌ったことは印象的でした」
･「期待していたパネルディスカッションは少し薄く感じました。
登壇されている方々一人一人が講演してもらいたい方々にも関
わらずパネルディスカッションという形で一人一人の時間が短
くなってしまったことが残念です。一人ずつもっと話を伺いた
かったです」
上記のような感想・意見がありました。
また、米田順哉副専務理事から、「今まで総会は事務局が準備
していましたが、他同友会も行っている事例もあります、経営
フォーラムのように実行委員会形式で行いませんか」という提
案があり、来年度から総会も実行委員会形式で行うことを承認
しました。

⑶ 第14回報道関係者との懇談会実施要領の報告と参加について竹村
義則広報情報化委員長より説明がありました。
①年２回、６月と12月で行い、６月には同友会運動について理事・
幹事を対象とし、12月は実践事例の報告会とし、会員の皆さん
を対象にすることになりました。
②６月の理事・幹事の皆さんへ参加の呼びかけを行うことを確認
しました。
・日　時　2015年６月29日㈪　19時～21時30分
・会　場　松山全日空ホテル　ローズルーム　・参加費　7,000円

⑷ 全国行事への理事の参加を呼び掛けました。

＜学習会＞
　「2015年10月にスタートする、マイナンバー制度について」
　講師：横本恭弘氏　　有限会社人と経営研究所　代表取締役／

　　愛媛同友会　総務担当理事
　横本恭弘総務担当理事から丁寧で本質をつく講演がありました。
　ちなみに、マイナンバー制度の導入は個人にも企業にもほとんどメ
リットはありません。企業にとっては管理のコストや手間がかかる一方
で、企業のお金の動きにはマイナンバーが付く。メリットがあるのは今
のところ税金徴収が進み、不正受給防止の国と地方自治体です。講演後
には活発な質問があり、横本さんから的確な回答がありました。
閉会挨拶：田中正志・代表理事
　今日はとてもテンポの良い理事会で、新年度のスタートに相応しいも
のだったと思います。学びあるものになったと思います。これも皆さん
の協力あってのものです。
　学習会では横本さんより経営者として重要なことを学び、本音で伝え
ていただきました。横本さんありがとうございました。今後とも総務担
当理事、よろしくお願い致します。



究 極 の 挑 戦 者

昔ながらの尾道中華そば
麺 屋 十 銭
〒790‒0004 愛媛県松山市大街道２丁目３‒１５

携 帯　０８０‒５６６９‒０８６５

有限会社矢野商事（矢野質店）
住所:松山市花園町2番地3　電話:089ｰ941ｰ4044

別注・取付家具
リフォーム・インテリア家具

〒791ｰ1113　愛媛県松山市森松町135番地1
TEL(089)976ｰ2679　FAX(089)976ｰ 6493
E-mail：info@abe-mokkou.jp
URL：http://abe-mokkou.jp

弁護士法人
四国の躍進は地域企業と法律家の連携で

愛媛県弁護士会所属　代表弁護士／吉村紀行・和田資篤

☎ 089－907－5601
愛媛県　大洲事務所

たいよう

☎ 0893－59－0353
愛媛県　松山事務所



重信店（フジグラン重信内）・松山店（フジグラン松山内）
松前店（エミフルＭＡＳＡＫＩ内）・新居浜店（フジグラン新居浜内）
葛島店（フジグラン葛島内）・野市店（フジグラン野市内）

垣生店（パルティフジ垣生内）・砥部店（パルティフジ砥部内）

とんび家

おかず村

〒791－0216  東温市野田３丁目８－５
ＴＥＬ・ＦＡＸ 089－964－0313

マキフーズ有限会社




